
 

 

※ 申請書から転記いただいて構いません。 

「ＪＡバンク茨城子ども食堂応援助成２０２４」活動報告書 

活動名 子ども食堂《タベルナ》 

団体名 認定NPO法人キッヅ王国 

こ の 活 動 で

取 り 組 ん だ

地 域 の 課 題

や背景（※） 

 少子高齢化が進展する中で、純農村の鉾田市は過疎化と人口減少が顕著である。子ど

もを産み、育む環境は厳しく、社会的な子育て支援には大きなニーズがあります。子ど

もたちの食事環境も貧弱になり、さらには格差の拡大で子どもの貧困が指摘されていま

す。食事提供に留まらず、家庭、学校に続く居場所づくりを目指している。 

こ の 活 動 の

目的（※） 

生活困窮者世帯を含む子どもたちに食事を提供するとともに、元気に遊んで、楽しく学

べる場を提供できるよう、子どもたちの居場所作りを目的としています。 

活 動 の 対 象

（※） 

幼児から中学生までの子どもたち。幼児の場合は保護者の同伴をお願いしている。鉾田

市内の子どもを原則としているが、3割ほどは近隣自治体からの子どもだ。 

実施内容 

毎月第２，4土曜日に鉾田市社会福祉協議会の事務所を会場として開催し年間24回行

い、市内の幼稚園の幼児から小中学校の児童・生徒を対象に利用者を募っている。 

2024年度に開催し対象者への昼食の提供数が431人と大人への提供数が96人となっ

た。昼食はすべて手作りで、対象者たちには無料で提供している。 

昼食後には、1時 30分から 3時にかけて毎回テーマを変えた体験型のイベント「タベ

ルナタイム」を開催し、子どもたちが楽しく過ごせる居場所づくりの時間を提供してい

る。本事業は通年継続事業であるが、本助成対象期間として 2025 年 7 月から 9 月ま

での3ケ月間の6回開催分として実施した。 

活 動 実 施 後

の成果 

毎年3月頃に、後援を頂いている市教育委員会を介して、市内の幼稚園や小中学校に案

内チラシを配布して頂いている。そのような周知から「子ども食堂」の存在が多くの方々

に知れ渡り、毎年参加者が増えているのが実態である。 

昼食を作るスタッフ（ボランティア）も励みになっている。 

今 後 の 展 望
や 新 た に  
見 え て き た
地域課題 

現在開催している場所は、鉾田地区の社会福祉協議会であるが、今後は、旭地区や大洋

地区での開催をしたいと考えている。場所（厨房施設が整備されている）の確保やスタ

ッフの確保をどのようにするのが課題点である。 

子ども食堂応

援定期貯金預

金者への一言

（※） 

心やさしいお気持ちに感謝申し上げます。 

自己評価 

（いずれかに

○を記入） 

A.目標を超える成果を得ることができた 

○B .ほぼ目標どおりの結果となった 

C.残念ながら目標を達成できなかった 

D.その他（                                ） 
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自己評価で C

を記入された

場合、その理由 

 

 

 

 

※ 欄の大きさは自由に変えていただいて結構ですが、全体で 2ページ以内となるようご配慮ください。 

※ 活動の様子がわかる写真数枚のデータを別途ご送付ください。 

※ その他必要に応じて補足書類をご提出ください。 


